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１．研究計画の概要 
(1)温度によりらせんの向きが変わるキラル
化合物を合成し、これを母液晶に添加して、
温度によってらせん方向を可逆的に制御で
きるキラル液晶場を構築する。 
(2)らせん制御された反応場により、H-PA を
はじめとする共役ポリマーのらせん構造を
制御する。 
(3)光応答性部位をもつキラル化合物を合成
して、光スイッチング機能をもつキラル液晶
場を構築する。これにより、温度や光による
らせん構造の制御と、円偏光発光や特異な電
磁気的性質などの新機能の発現を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 不斉中心型キラル化合物および軸不斉
部位と不斉中心部位を併せ持つキラル化合
物を合成した。これらをキラルドーパントと
してフェニルシクロヘキシル系ネマチック
液晶に添加し、キラルネマチック液晶を調製
した。これにより、温度により可逆的にらせ
ん反転するキラル液晶場を創成した。 
(2) 温度によりらせん反転するキラル液晶
場で H-PA を合成し、そのらせん構造と形態
を制御した。重合温度のみにより、共役ポリ
マーのらせんの巻き方向を自在に制御でき
たことは、キラル液晶場による不斉重合とい
う新しい手法を進展させる上で革新的な成
果といえる。 
(3) キラル液晶場でのアセチレンの界面重
合について、H-PA のらせん構造の形成メカニ
ズムを明らかにするとともに、化学的描像図
を示した。 
(4) 温度応答キラル液晶場でのクロスカッ
プリングにより、ヘリカルポリビチオフェン
フェニレン（PBTP）を合成し、そのらせん構

造を制御した。 
(5) 光応答性キラルドーパントとして、軸不
斉化合物のみならず、不斉中心型化合物も開
発し、光により可逆的にらせん反転するキラ
ル液晶場を構築した。 
(6) 不斉中心型化合物をドーパントとする
光応答性キラル液晶を電気化学重合の溶媒
に用いて、ローバンドギャップポリマーであ
るポリエチレンジオキシチオフェン（PEDOT）
へのらせん構造の付与と、スパイラル形態の
巻き方向の制御にも成功した。 
(7) ヨウ素ドープした H-PA を熱処理し炭素
化することで、前駆体ポリマーのスパイラル
形態を完全に保持したまま炭素化できるこ
とを見出し、ヘリカル炭素化物およびヘリカ
ルグラファイトを創成した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 前半の目標である、[1]温度により可逆的
にらせん反転するキラル液晶場の創成、およ
び[2]キラル液晶場での H-PA の合成とらせん
制御は、予定どおり達成した。[3]キラル液
晶場でのらせん構造のメカニズムを解明す
るとともに、キラル液晶場は[4]Stille クロ
スカップリング重合にも適用できることが
わかり、ヘリカル芳香族共役コポリマー
(PBTP)の合成とらせん制御も可能となった。
後半の目標である[5]光により可逆的にらせ
ん反転するキラル液晶場の創成も達成した。
[6]光応答性キラル液晶場で電気化学重合を
行い、ヘリカル PEDOT を合成し、らせん形態
を制御した。らせん反転可能な不斉液晶場は、
化学重合のみならず電気化学重合にも使用
可能となり、汎用性がさらに深化・拡大した。
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また、[7]形態保持炭素化法を開発し、ヨウ
素ドープした共役ポリマーを前駆体とする
ヘリカル炭素化物およびヘリカルグラファ
イトを創成することに成功した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 二種類の外部摂動応答性キラル液晶場を
新たな重合反応に適用して、不斉反応場を用
いたキラル制御の多面的な展開を推進する。
同時に、ヘリカル構造や形態に由来する特異
な光学的および電磁気的機能の発現と評
価・検討を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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